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石川県における早生樹の森林造成技術の開発ー5年間のまとめー

林業試験場 森林環境部
富沢 裕子

センダン（熊本県HPより） カラマツ（地方独立行政法人 青森県産業技術センターより）
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背 景

主伐再造林の推進
人工林が成熟（約7割利用可能）

石川県の人工林の資源状況（R3現在）

育林経費の低コスト化が重要

利用可能

とくに、経費の6割を占める初期保育を抑えることが効果的

千(ha)

(林齢)

主伐対象約7割

森林所有者は再造林後の育林経費が
賄えず、主伐再造林に踏み切れない

実情

植栽から主伐までに要する費用割合

保育
間伐

枝打ち

除伐

利用間伐 植栽

下刈り

雪起こし

本県でも早生樹による森林造成技術開発

(西日本)成長の優れた早生樹の植栽や材の活用事例
※多雪地での事例は無い

再造林樹種の選択肢を広げる 必要
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背 景 と 課 題

【課題】
・植栽適地の検討 ⇒県内の環境条件（土壌や気象）に対する適応性

・育苗方法の検討 ⇒県内の環境に適した苗木育成条件を検証

・育林方法の検討 ⇒成長に応じた保育方法の検証

※県内では積雪環境に対する適合性が問題

・早期収穫が見込まれる

2代目以降は
植栽が要らない

萌芽

早生樹活用のメリット
・材の用途が幅広く
付加価値の高い樹種がある

(早生樹 20～30年)

・萌芽再生の
可能な樹種がある

世代をまたぐことなく伐採

スギ
45年

センダン
20年

センダン

↑ 家具材

カラマツ構造用合板→
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結 果

分布調査

〇センダン

〇コウヨウザン

〇カラマツ

県内の生育環境の特徴を把握

〇センダン〇
・海岸林等に自生が多い
・県内全域で、低標高に分布

〇コウヨウザン〇
・神社や公園内に単木的に
植栽されているものしか
確認できなかった。

〇カラマツ〇
・県内全域で多数の植栽
事例を確認
・低標高で成林していない
事例が確認できた。

(植栽適地の検討)

3種の県内での分布状況

センダン

コウヨウザン

カラマツ
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結 果

育苗試験

センダン カラマツコウヨウザン

センダン コウヨウザン カラマツ

山出し可能 １年育苗

県内母樹の種子 ◎ × 〇

２年育苗

センダン

コウヨウザン

カラマツ

熟した実

球果

球果

種子

種子

←果肉を取
り除いた核
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結 果

植栽試験 センダン

植栽地ごとの樹高成長

4成長期までの残存

土壌を選ぶ

植栽地情報

標高 年平均気温 年最深積雪

(m) (℃) (cm)

白山市美川 10 Im 14.4 31.0

小松市金平 40 BD 13.5 51.0

穴水町七海 160 RC 12.6 29.0

白山市三宮 220 IBID 12.1 88.0

試験地 土壌

弱乾性赤色土
粘土質で水はけが悪い残存率

(％)

美川 93

金平 98

七海 67

三宮 70

試験地
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結 果

白山市三宮
センダン植栽
試験地

植栽試験 センダン

梢端枯れ

寒さに弱い（高標高向いていない）

4成長期までの残存及び被害状況

残存率 梢端枯れ 折れ

(％) (％) (％)

美川 93 0 0

金平 98 0 0

七海 67 17 0

三宮 70 50 70

試験地

植栽地情報

標高 年平均気温 年最深積雪

(m) (℃) (cm)

白山市美川 10 Im 14.4 31.0

小松市金平 40 BD 13.5 51.0

穴水町七海 160 RC 12.6 29.0

白山市三宮 220 IBID 12.1 88.0

試験地 土壌
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結 果

形質が悪い(萌芽・株立ち)

植栽試験

樹種ごとの生存率

樹種ごとの形質評価
A:健全木 B:折れや萌芽等の生育不良が確認される C:枯死

コウヨウザン

樹種 生存率(％)

スギ 97.78

コウヨウザン 91.11

コウヨウザンスギ

（本）
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結 果

風や積雪による倒伏が多い

植栽試験

コウヨウザン倒伏個体

コウヨウザン

ウサギによる食害

ウサギによる食害が多い

健全苗
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結 果

樹高成長 センダン＞スギ＞クヌギ＞コウヨウザン

小松市金平町センダン・クヌギ・スギ・
コウヨウザンの比較試験地(3年後)

センダン コウヨウザンスギ

植栽試験

クヌギ

４樹種の樹高比較

樹種比較
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結 果

植栽地現地調査

県内においても良好な樹高成長が期待できる

カラマツ

長野県民有林カラマツ人工林
長伐期施業の手引き より
(長野県林務部、1991)

カラマツ人工林樹高曲線

現地調査結果を参照したところ、地位Ⅱ～Ⅲに多く位置付けられた

地位Ⅱ

地位Ⅲ～Ⅳ

地位Ⅱ
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結 果

植栽地現地調査

高標高ほど樹高成長がよい

カラマツ

地位Ⅱ

地位Ⅲ～Ⅳ

地位Ⅱ

土壌型と樹高の関係標高と樹高の関係

土壌は樹高成長に影響を及ぼす

停滞水が発生しやすい地形（谷地形や凹地形）では成長が良くない

湿潤性赤色土
粘土質

褐色森林土
空隙あり
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結 果

樹高成長 センダン＞カラマツ＞スギ＞コウヨウザン

小松市金平町
スギ・センダン・
コウヨウザンの
比較試験地
(3年後)

白山市白峰
カラマツ・スギの
比較試験地
(3年後)

センダン コウヨウザン カラマツスギ

スギの平均年間樹高成長量を１とした場合の
各樹種の比率

植栽試験 ４樹種比較
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ま と め

結果総括

センダン コウヨウザン カラマツ

樹高 ◎ × ◎

肥大 ◎ × 〇

寒さ × 〇 〇

積雪 〇 × 〇

害虫 × 〇 〇

ウサギ ◎ × 〇

下刈り省略 ◎ × 〇

初期保育 〇 × 〇

項目

成長
特性

冬季
被害

害虫
獣害

初期
コスト

※

センダンとカラマツは再造林樹種の候補になる
(ただし植栽環境には気を付ける)

＜判断基準＞
◎：スギより優れる 〇：スギと同程度 ×：スギより劣る

林齢
作業種

5

植栽

下刈り

芽掻き

1 2 3 4

間伐

林齢
作業種

1 2 3 4 5

植栽

下刈り

雪起こし

☆初期保育スケジュール（５年次まで） (年次)

(年次)☆初期保育スケジュール（５年次まで）
・広葉樹
・標高100mまで
・家具材
・斜面下部
・芽掻きが必要
(直材に仕立てる)

・針葉樹
・標高300m以上
・建築材
・斜面中～上部
・豪雪地域は不向き
(※積雪深2.5m以上)

センダン

カラマツ
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ま と め（今 後）

センダン

カラマツ

形質（直立）の違い → 母樹選抜

苗木生産のため県内種子獲得
→ シードトラップによる豊凶調査

本来の樹形

芽掻き

１年後

平坦地

山地

その他 他の早生樹の可能性 例：テーダマツ

シードトラップ
設置状況

母樹林の育成


